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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 月 2 5 日 ( 2 0 2 2 . 1 . 2 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
装 置 内 に 導 入 し た 空 気 を 使 用 者 の 気 道 に 送 り 込 む Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 装 置 で あ っ て 、
空 気 が 流 通 す る 主 流 路 と 、 前 記 主 流 路 に 配 置 さ れ て い る 送 風 機 と 、 を 有 す る 第 １ ユ ニ ッ ト  
と 、
前 記 主 流 路 よ り も 上 流 側 に 接 続 さ れ る 上 流 側 流 路 を 有 し 、 前 記 第 １ ユ ニ ッ ト が 着 脱 可 能 に  
装 着 さ れ る 第 ２ ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え 、
前 記 第 １ ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 第 ２ ユ ニ ッ ト の う ち い ず れ か 一 方 に は 、 前 記 主 流 路 と 前 記 上 流  
側 流 路 の 接 続 箇 所 を 封 止 す る た め の 封 止 部 材 が 固 定 さ れ て お り 、
前 記 第 １ ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 第 ２ ユ ニ ッ ト の う ち 、 前 記 封 止 部 材 が 固 定 さ れ て い る 側 の ユ ニ  
ッ ト を 固 定 側 ユ ニ ッ ト 、 前 記 封 止 部 材 が 固 定 さ れ て い な い 側 の ユ ニ ッ ト を 相 手 側 ユ ニ ッ ト  
と し た と き 、
前 記 封 止 部 材 は 、 前 記 第 １ ユ ニ ッ ト が 前 記 第 ２ ユ ニ ッ ト に 装 着 さ れ た と き に 、 前 記 固 定 側  
ユ ニ ッ ト の 流 路 の 開 口 を 外 側 か ら 囲 う 環 状 に な っ て い る と と も に 、 前 記 封 止 部 材 の 延 び 方  
向 の 先 端 側 が 前 記 相 手 側 ユ ニ ッ ト に 向 け て 延 び て お り 、
前 記 封 止 部 材 の 延 び 方 向 の 先 端 縁 に お け る 開 口 形 状 は 、 前 記 第 １ ユ ニ ッ ト が 前 記 第 ２ ユ ニ  
ッ ト に 装 着 さ れ た と き に 、 前 記 相 手 側 ユ ニ ッ ト の 流 路 の 開 口 を 外 側 か ら 囲 う こ と の で き る  
形 状 に な っ て お り 、
前 記 封 止 部 材 の 延 び 方 向 の 寸 法 は 、 前 記 封 止 部 材 の 厚 み 方 向 の 寸 法 よ り も 大 き い と と も に  
、 前 記 第 １ ユ ニ ッ ト が 前 記 第 ２ ユ ニ ッ ト に 装 着 さ れ た と き に 前 記 封 止 部 材 の 延 び 方 向 の 基  
端 か ら 前 記 相 手 側 ユ ニ ッ ト へ の 最 短 距 離 よ り も 大 き く 、
前 記 封 止 部 材 の 開 口 形 状 が 、 前 記 封 止 部 材 の 延 び 方 向 の 先 端 か ら 基 端 に 向 か う に つ れ て 開  
口 面 積 が 小 さ く な る テ ー パ 状 で あ る 、
Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 封 止 部 材 は 、 延 び 方 向 の 先 端 縁 に お け る 開 口 面 積 が 基 端 に お け る 開 口 面 積 よ り 大 き い  
、
請 求 項 １ に 記 載 の Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 装 置 。
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【 請 求 項 ３ 】
前 記 相 手 側 ユ ニ ッ ト に は 、 前 記 相 手 側 ユ ニ ッ ト の 流 路 の 開 口 面 に 交 差 す る 方 向 に 延 び る と  
と も に 前 記 相 手 側 ユ ニ ッ ト の 流 路 の 開 口 側 へ 臨 む ス ト ッ パ 面 が 設 け ら れ て お り 、
前 記 ス ト ッ パ 面 は 、 前 記 相 手 側 ユ ニ ッ ト の 流 路 の 開 口 面 を 外 側 か ら 囲 っ て い る 、
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 相 手 側 ユ ニ ッ ト に は 、 前 記 相 手 側 ユ ニ ッ ト の 流 路 の 開 口 面 に お い て 窪 む 溝 が 設 け ら れ  
て お り 、
前 記 溝 は 、 前 記 相 手 側 ユ ニ ッ ト の 流 路 の 開 口 を 外 側 か ら 囲 っ て い る 、
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 固 定 側 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 ２ ユ ニ ッ ト で あ る 、
請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 封 止 部 材 の 延 び 方 向 に お け る 寸 法 は 、 前 記 封 止 部 材 の 厚 み 方 向 に お け る 寸 法 の １ ． ５  
倍 以 上 、 ６ ． ０ 倍 未 満 で あ る 、
請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 封 止 部 材 の 材 質 は 、 ゴ ム 又 は エ ラ ス ト マ ー で あ る 、
請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｃ Ｐ Ａ Ｐ 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 流 側 流 路 ５ ３ の 途 中 に は 、 第 ２ サ イ レ ン サ ５ １ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 第 ２ サ イ レ ン サ  
５ １ は 、 上 流 側 流 路 ５ ３ を 流 通 す る 空 気 の 流 通 音 を 減 衰 す る 。 な お 、 第 ２ サ イ レ ン サ ５ １  
の 容 積 の 大 き さ は 、 本 体 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 第 １ サ イ レ ン サ ３ ３ の 容 積 よ り も 大 き く な っ て お  
り 、 音 の 減 衰 効 果 が 本 体 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 第 １ サ イ レ ン サ ３ ３ よ り も 高 く な っ て い る 。
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